










期⽇:平成３０年８⽉１７⽇（⾦）〜２０⽇（⽉）
会場:三重交通G スポーツの杜 鈴鹿 水泳場
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審判1:

審判2:

平成30年度全国高等学校総合体育大会水泳競技大会 〔水球競技〕

第８６回日本高等学校選手権水泳競技大会 〔水球競技〕

水球競技戦評
6ゲームNo

明治大学付属中野高等学校
3 5 鹿児島南高等学校

白 ⻘帽子の色 帽子の色

2 2

15 7 2 123 3

戦  評 佐藤 國寛
　

記載者 清水 信貴

福元 寿夫

大会１日目の最終試合は、明治大学付属中野高等学校VS鹿児島南高等学校。両チーム共に全

国大会上位常連校であり、非常に高いレベルの試合が繰り広げられることが予想される。

第１ピリオド、青⑫長谷川君がセンターボールを取り試合が開始される。試合開始早々７：３２白

④関屋君がカットインから得点。お返しとばかりに、青④田村君がカットインから得点。速いラリー

が続く中で５：５８白③富永君がパワープレー中に得点。これまたすかさず青⑦キャプテン加藤君

が退水を生かして得点。両者一歩も譲らない展開である。その後、青④田村君が２連続得点を挙

げるが、６対５のカウンターから１：２３白⑦矢作君がミドルシュートを決める。０：０２白③→⑫→⑥

熊谷君にワンタッチパスが通り得点し、このピリオド３－５で鹿児島南リードで終える。

第２ピリオド、白②太田君がセンターボールを取り、開始。両者、ゴール前をケアしながら巧みに

攻撃の芽を摘んでいく。その中、５：４７右サイドを駆け上がった青⑫長谷川君が得点。４：４４には

白⑤キャプテン眞板君が５ｍシュートを決める。３：３０青⑪都田君のミドルシュートが左バーに当

たって入る。取っては取られての展開の中、ゴール前のポジション争いが激しくなり、３：０４白⑦青

⑦両者退水が起こる。１：３３退水のチャンスを白⑦矢作君が決め、このピリオド２－２の同点、トー

タル５－７鹿児島南リードで終える。

第３ピリオド、明大中野の攻撃が目を覚ます。７：４０白⑥熊谷君のフローターシュートを皮切りに

白⑤眞板君、白⑦矢作君がそれぞれ２得点ずつし、なんと５連続得点。１０－７と一気に逆転する。

鹿児島南も⑨加治木君へ左サイドからパスが通り２連続得点し、食い下がるが、調子が上がって

きた白⑤眞板君がまたもや２連続得点し、鹿児島南を寄せ付けない。１２－９の明大中野３点リー

ドでこのピリオドを終える。

最終第４ピリオドも明大中野の勢いは止まらず、白⑤眞板君、白⑥熊谷君、白⑦矢作君の３連続

得点を挙げ、鹿児島南を突き放しにかかる。しかし、鹿児島南は諦めない。青⑪都田君の回し込み

から技ありシュートを決め、会場を沸かす。その後も攻め続け、青⑨加治木君の２連続得点で追い

すがるも届かず、１５－１２で試合終了。

明大中野、鹿児島南どちらのチームも非常によく鍛えられており、見ている観客が水球競技の魅

力を存分に味わうことのできた。明大中野は、明日からの試合どのような水球を見せてくれるか楽

しみである。鹿児島南も負けはしたが、連携の取れたディフェンス、フローターを中心とした多彩な

オフェンスは観る者を魅了した。９月に行われる国体での活躍を期待したい。このような試合を見

せてくれた両チームに拍手を送りたい。


